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参加身分措置のご案内（現職参加予定者対象）（短期） 

 

１．「現職参加にかかる届出」の提出について 

２．現職参加促進費  

３．税金・社会保険・各種手当等に係る手続き  

４．国内手当  

５．国家・地方公務員で現職参加する場合の身分措置  

６．その他 

 

１．「現職参加にかかる届出」の提出についてーーー \\\\\\\\\\\\\\\\ \\\\\\\  

（１）所属先の承認について  

現在所属先がある方（現職参加者）が、「休職」等の形で所属先に身分を置いた

まま JICA 海外協力隊に参加する場合、原則としてご自身の所属先（人事部局）

に JICA 海外協力隊へ合格した旨を伝え、必ず参加の承認を得ていただくようお

願いいたします。合格後に送付される本資料を必ず所属先人事部局担当者へ提

出のうえ説明し、派遣の承認を得た（例えば 教員の場合、（所属する）学校の校

長ではなく、管轄する教育委員会の人事部局の承認）うえで、「参加形態申告書 

＜別紙＞現職参加にかかる届出」をご提出ください。  

正式な承認を得ていなかったために、所属先から現職での参加が認められずに

退職して参加、または協力隊への参加を断念せざるを得なくなった事例がありま

すのでご注意ください。  

なお、所属先に対して、青年海外協力隊事務局からの現職参加制度に関する

説明が必要な場合はご相談ください。 

（２）「現職参加にかかる届出」の届出方法 

所属先の参加承認を取り付けた「参加形態申告書＜別紙＞『現職参加にかか

る 届出』」を、期限までにメール（所属先を cc.）で提出してください。  

 

２．現職参加促進費 ―――――――――――――――――――――――――― 

（１）現職参加促進費とは  

現職参加促進費とは、隊員が JICA 海外協力隊に応募する前から常勤の従

業員として勤務する所属先に対して支給する費用で、隊員の協力隊に参加中及

び帰国後においてもその雇用の継続を促進することを目的としています。  

（２）支給対象 

応募時の所属先に籍を置いたまま JICA 海外協力隊に参加する隊員の所属

先が対象となります。有給休職、無給休職のいずれも対象となります。支給に際

して 要件がありますので、詳細は JICA 海外協力隊ウェブサイト（3-11 現職参

加） にて「現職参加促進費のご案内」をご確認ください。  
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（３）手続き方法 

 「参加形態申告書＜別紙＞現職参加にかかる届出」提出後、JICA から所属先 

へ申請書類等をお送りします。（隊員ご本人への送付ではありません。）  

 

３．税金・社会保険・各種手続きーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーー  

現職参加を考えている方は、各自で所属先、市区町村、所管の税務署、年金事務

所等に、派遣中の税金、社会保険その他の必要な手続きについての扱いを確認の

上、早めに必要な諸手続きを行ってください。  

 

４．国内手当――――――――――――――――――――――――― ―――― 

以下の方は、国内手当の支給対象となります。  

・本邦支出対応手当…退職または無給休職で参加し、且つ 65 歳未満の方  

・経験者手当…シニア案件に参加される方 

（詳細は JICA海外協力隊ウェブサイト（3-5 国内手当）をご確認ください。）  

 

５．国家・地方公務員で現職参加する場合の身分措置―――――――――― ――  

（１）国家公務員  

①「国際機関等に派遣される一般職の国家公務員の処遇等に関する法律（昭和 

45 年法律第 117 号）の適用を受けた場合、派遣職員として公務扱いになります。  

②「国家公務員の自己啓発等休業に関する法律」（平成 19 年法律第 45 号）に

よ り「自己啓発等休業制度」（無給休職）にて参加することもできます。  

（２）地方公務員  

①「外国の地方公共団体の機関等に派遣される一般職の地方公務員の処遇等

に 関する法律」（昭和 62 年法律第 78 号）に基づく各自治体の条例の適用を受

けた場合、派遣職員として公務扱いになります。  

②「自己啓発等休業制度」の創設について定める「地方公務員法の一部を改正

す る法律」（平成 19 年法律第 46 号）に基づく各自治体の条例により、「自己啓

発等休業制度」（無給休職）にて参加することもできます。  

 

６．その他-------------------------------------------------------------  

●本内容は、文書発出時点での情報となるため、変更される場合もあります。  

必ず、JICAからの最新のご案内に沿ってご対応ください 


